
●EDICOLOR 7.0.3以降で追加された機能

１・定型サイズでの出力

２・カスタム用紙サイズでの出力

３・ネガ・ミラー出力

４・プリント

５・その他注意事項

６・FACILIS ver.3.0/ver.3.5連動

７・PDF作成手順

８・PDF書出し

９・EPS書出し

EEEEEEEEEEDDDDDDDDDDIIIIIIIIIICCCCCCCCCCOOOOOOOOOOLLLLLLLLLLOOOOOOOOOORRRRRRRRRR8888888888..........EDICOLOR 8.00000000000
出出出出出出出出出出力力力力力力力力力力ガガガガガガガガガガイイイイイイイイイイ出力ガイドドドドドドドドドドド
　WWWWWWWWWWiiiiiiiiiinnnnnnnnnnddddddddddoooooooooowwwwwwwwwwssssssssssWindows版版版版版版版版版版版　

この出力ガイドはAdobePSを使用した
出力設定と注意事項を中心に記載しました。

2006年7月



- 1 -

●EDICOLOR 7.0.3 以降で追加された機能

フォントのダウンロード
「Type1」：従来のダウンロード形式（文字コードなし）
「CID」：ダイナミックダウンロード（文字コードあり）

ダイナミックダウンロードで出力すると、従来の
Type1形式に比べて出力データサイズが小さくなり
ます。また、書き出したPostScriptファイルをもとに
作成したPDFファイルの中に文字コードが保存され
るようになり、文字検索が可能となります。

スムーズグラデーションを使用
Acrobat Distiller 7.0を使って、グラデーション付きの
多角形図形を含むデータをPDF化するときは、このス
イッチをオンにしてください。また、プリンタおよび
RIPに出力するときは、PostScript 3 対応機種であるこ
とが必要です。PostScript Level 2 以前の機種に出力す
るときは、オフにしてお使いください。 

リンク切れ画像をプレビューで出力
画像のリンクが切れている場合、画面表示しているプ
レビュー画像を出力します。

（EDICOLOR 8.0のプリント画面）



（１）プリンタドライバの作成
Windows用AdobePSユニバーサル インストーラを使用してプリ
ンタドライバを作成します。詳細はユーザーズガイドをご覧下さい。

（２）プリンタの選択
「ファイル」メニューから「用紙設定」「プリンタの設定」で上記
作成したプリンタを選択します。「プロパティ」を選択します。

１・定型サイズでの出力

●A5縦長記事を定型サイズA4で正方向に出力する
（プロパティ-用紙）
「用紙サイズ」：A4
「印刷の向き」：縦
（用紙設定-詳細設定）
「ポストスクリプトレベル」：１
「スクリーン線数」：出力する解像度・線数を選択します。

注意陰
トンボを付けて出力する場合は作成された記事サイズよりも大
きめの用紙を選択して下さい。トンボ形状の種類によりヒゲの長
さが異なりますので注意して下さい。
注意隠
ポストスクリプトレベルは出力機の機種に関係なく「１」しか選
択できません。
注意韻
スクリーン線数を選択しないと、解像度・線数はRIPのデフォル
トが適用されます。また、４色分解した場合は各版のアミ点角度
は全てRIPのデフォルト４５度で出力されてしまいます。
よって、印画紙（ブラック版のみ）出力の場合でも必ずスクリー
ン線数を選択して、４色分解で「ブラック」のみを選択して出力
する必要があります。

●A5横長記事を定型サイズA4で正方向に出力する

上記設定で
「印刷の向き」：横を選択します。
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●A5縦長記事を定型サイズA4.Transverseで回転して
出力する

「用紙サイズ」：A4.Transを選択します。
「印刷の向き」：縦

注意陰
縦長記事を回転（横向きで）して出力するには、定型サイズの
「**.Transverse」を使用します。サイズをA4と同じになります
が、回転した方向で出力されます。
注意隠
「**.Transverse」を使用した場合の「方向」はほとんどの場合は
「正」になりますが、PPDファイルによっては「**.Transverse」
が横長のサイズの場合があります、この場合は「方向」：「横」を
選択する必要があります。

２・カスタム用紙サイズでの出力

１．エディカラーの場合、「カスタム用紙サイズ」を使用する事で記事サイ
ズに対してトンボ・タイトルを含めた最適な出力領域を指定する事ができ
ます。カスタム用紙サイズを使用する事で印画紙・フィルムを効率良く使
用する事ができます。

●A5縦長記事をカスタム用紙サイズで正方向に出力する

（プロパティ-用紙）
「用紙サイズ」：A4
「印刷の向き」：縦
（用紙設定-詳細設定）
「ポストスクリプトレベル」：１
「カスタム用紙サイズ」：331*244
　　　　　　　　　　　（トンボを含めた縦／横サイズ）
「スクリーン線数」：出力する解像度・線数を選択します。

注意陰
「カスタム用紙サイズ」を使用する場合は作成された記事サイズ
に関係なくプリントダイアログの「用紙」は必ず「A4」を選択し
て下さい。
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●A5縦長記事をカスタム用紙サイズで横方向（回転）に出力する

１．「カスタム用紙サイズ」で横方向（回転）に出力する場合は出力する機
種や使用するPPDファイルによって２通りの方法があります。ユーザー
様ご利用機種がどちらの方法で正常に出力されるか、事前にご確認下さい。
（設定１）で回転不正な場合は（設定２）を試してみて下さい。

２．前ページの正方向を基準として「カスタム用紙サイズ」縦：331、横：
244を入力して、「印刷の向き」のみ「横」を選択します。自動的に「カ
スタム用紙サイズ」の入力値が入れ替わります。

（設定１）
「用紙サイズ」：A4
「印刷の向き」：横を選択します。
「ポストスクリプトレベル」：１
「カスタム用紙サイズ」：244*331
　　　　　　　　　　　（トンボを含めた縦／横サイズ）
「スクリーン線数」：出力する解像度・線数を選択します。

（設定２）
上記設定のまま
「用紙回転」：チェックします

３・ネガ出力・ミラー出力

（1）プロパティの設定-2
「プロパティ」内「詳細」の「PostScriptオプション」内の
「左右反転印刷」や「プリンタ機能」内のミラープリントしてく
ださい。

ネガ・ミラー出力はご利用のＰＰＤにより使用できない場合があ
りますので予めご了承下さい。
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４・プリント

各項目の説明は「ユーザーズガイド」をご覧下さい。
ここでは注意点のみをご説明します。

注意陰
OPIチェックボックスはWindows版エディカラーでは使用しま
せん。画像すり替え機能を利用した出力を行う場合、必ず粗画像
フォーマットをEPSにして、エディカラーに貼り込みOPIチェッ
クは使用せずに出力を行って下さい。（粗画像を含む出力になり
ます）
注意渦
特色版を使用される場合、エディカラーでは特色のアミ点角度は
PPDファイル内に記載されている１つのみになります。特色が２
つ以上使用されている場合は同角で出力されますので、RIP側で
デフォルト解像度・線数・アミ点角度を変更し、エディカラーの
「スクリーン線数」は「指定なし」を選択して特色を１版づつ出
力して下さい。
注意嘘
印画紙出力の場合でも「用紙設定」で「スクリーン線数」を選択
して、「４色分解」にチェックし、「ブラック」を選択して出力し
て下さい。「スクリーン線数」は分解出力時のみ有効です。
コンポジット出力ではRIP側のデフォルト解像度・線数・アミ点
角度で出力されます。

５・その他注意事項

注意陰
旧バージョン２.２では「ポストスクリプトレベル」で「２」を選択
する事ができますが、「１」を使用して下さい。
「２」を使用した場合、各メーカーのRIPにり、体裁が崩れて出
力される事があります。
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６・FACILIS ver.3.0/ver.3.5連動

エディカラーから作成したPostScriptファイルをMacintosh版
FACILISで面付けを行う事が出来ます。

PostScript系のプリンタドライバをご利用下さい。

（１）用紙設定を行う
陰ファイルメニューから「用紙設定」を選択します。
隠「プリンタの設定」で上記設定したプリンタを選択し「OK」します。
韻「用紙」サイズは「A4」を選択します。
　※作成した記事サイズに関係なく「A4」用紙を選択するように
して下さい。

吋「詳細設定」を選択します。
右「カスタム用紙サイズ」は使用しません。
宇「印字領域拡大」は裁落としで必要な数値を入力します。「０」を
指定するとFACILISで指定した裁落としの値が優先されるよう
になります。

烏スクリーン線数やアミ点形状はFACILISの方で設定できますの
でエディカラーでは指定しないで下さい。

（２）プリントでPostScriptファイルを作成する。
陰ファイルメニューから「プリント」を選択します。
隠「詳細設定」を選択します。
韻対象：文字/図形/画像、全てチェックする。
吋印刷方法：全てチェックしない。
右見開き印刷：「しない」をチェックする。
　単ページ記事は不要。
宇特色別版/ ４色分解：必要に応じてチェック
　コンポジットPostScriptファイルを作成する時はチェック不要です。
　分解PostScriptファイルを作成する場合のみチェックして下さい。
烏OPI：Windows版エディカラーでは使用しません。
羽フォントのダウンロード：必ずチェックして下さい。
迂面付けファイル出力：必ず「する」チェックして下さい。
　「V4形式」か「DSC Pageコメント」かはFACILISのバージョ
ンに応じて切り替えて下さい。

雨「詳細設定」をOKします。
卯「ファイルへ出力」にチェックしOKします。
　面付けファイル出力時には必ずInformation画面が表示されます。
鵜作成されたPostScriptファイル（拡張子.ps）をMacintosh
へコピーします。
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（コンポジットPostScriptファイルを作成する場合）

（分解PostScriptファイルを作成する場合）



注意陰
（OPIを使用する場合）
Windows版から画像すり替え（OPI）を行う場合はレイアウト画
像（粗画像）のフォーマットはEPSを使用して下さい。
なお、プリント画面「詳細設定」の「OPI」はチェックを付けな
いで下さい。
注意渦
（面付けPostScriptファイル、ファシリスでの確認方法）
「面付けファイル出力」にチェックして作成されたPostScript
ファイルをFACILISで取り込む際、X-Plate「プロジェクト」メ
ニューの「面付け対象ファイルの登録」で「クリエータ」が
「EDICOLOR-Imposition」である事を確認して下さい。
注意嘘
「面付けファイル出力」にて作成されるPostScriptファイルはエ
ディカラーの記事サイズで出力されます。よってFACILISのレイ
アウトで設定する「仕上がりサイズ」では同じサイズで設定して
下さい。
注意唄
エディカラー3.0.5とFACILISver.3.0の組み合わせの場合には対
応した「X-Plate」が必要です。
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７－虚・PSファイルからのPDF作成手順

●エディカラーのカスタム用紙サイズを使用する方法

プリンタフォルダ内に「Adobe PDF」プリンタドライバが作成されてい
る事を確認してください。

※「Adobe PDF」プリンタドライバはAdobe Acrobat6.0以上をイン
ストールすると作成されます。

※Adobe Acrobat5.0の場合は「Acrobat Distiller」プリンタドライバ
を使用して下さい。

（１）用紙設定での設定
ファイルメニューから「用紙設定」を開き、「プリンタの設定」
を開き「プリンタ名」で「Adobe PDF」を選択し「OK」します。
用紙サイズ：A4を選択します。
「詳細設定」を開き、カスタム用紙サイズをチェックし横/縦を
入力し「OK」し「用紙設定」を閉じます。

（２）PSファイル作成
ファイルメニューから「プリント」を選択し、「ファイルへ出力」
をチェックし「OK」して下さい。

※「Adobe PDF」ドライバのプロパティを開き、「フォントを送
信しない」をOFFにして下さい。

（３）PDFへの変換
Acrobat Distiller6.0のファイルメニューから「開く」でエディ
カラーのPSファイルを選択し、PDFを作成します。

注意陰
プリンタフォルダ内の「Acrobat PDFWriter」は使用しないでく
ださい。
注意隠
「Adobe PDF」ドライバを使用して直接プリントする事でPDF
を作成する事も可能です。ただし、実行中の時間が長くかかる事
がありますのでご注意ください。
注意韻
作成したPDFをAdobe AcrobatからGDIプリンタ出力した際に、
墨文字にアミ点が出る場合があります。Distillerのジョブオプ
ション「カラー」タブでカラー設定を設定してからPDFを作成
して見てください。
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７－許・面付けファイルからのPDF作成手順

使用するプリンタドライバは「Acrobat Distiller」又は「Adobe PDF」
などPostScriptプリンタのドライバであれば何でも構いません。
※ファイルメニューから「用紙設定」は何も設定しません。

（１）プリントでの設定
ファイルメニューから「プリント」を選択し、PostScriptプリ
ンタのドライバを選択します。
「詳細設定」を開き、「面付けファイル出力」をチェックします。
「OK」後「印刷」画面の「ファイルへ出力」にチェックが付い
ている事を確認して下さい。「OK」してPostScriptファイルを
保存します。

（２）Distillerでの設定
Acrobat Distillerを起動します。
「設定」メニューの「ジョブオプション」を選択し、「一般」タ
ブの「デフォルトのページサイズ」にエディカラーで作成した記
事サイズを設定します。「OK」して新規にジョブオプションを作
成します。

（３）PDFへの変換
Acrobat Distillerのファイルメニューから「開く」でエディカ
ラーのPSファイルを選択し、PDFを作成します。

※面付けファイル出力を使用した場合は作成する記事サイズにより「デ
フォルトのページサイズ」を変更していただく必要があります。

※作成したPDFをAcrobatからGDIプリンタ出力した際に、墨文字に
アミ点が出る場合があります。Distillerのジョブオプション「カラー」タ
ブでカラー設定を設定してからPDFを作成して見てください。

７－距・EPSファイルからのPDF作成手順

（１）EPSを作成
ファイルメニューから「EPS書き出し」を実行し名称を付け、
「保存」します。その際、「フォントのダウンロード」は必ずチェッ
クして下さい。

（２）Distillerでの設定
Acrobat Distillerを起動します。
「設定」メニューの「ジョブオプション」を選択し、「一般」タ
ブの「デフォルトのページサイズ」にエディカラーで作成した記
事サイズを入力します。「OK」して新規にジョブオプションを作
成します。

（３）PDFへの変換
Acrobat Distillerのファイルメニューから「開く」でエディカ
ラーのPSファイルを選択し、PDFを作成します。

※EPSファイルの場合は作成する記事サイズにより「デフォルトのペー
ジサイズ」を変更していただく必要があります。
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（Acrobat Distiller5.0）



７－鋸・エディカラーで作成したPDFについて

煙フォントダウンロードにて作成されたPDFは環境に関係なく、その書
体で画面表示が可能になります。

煙AFMファイルの無いOpenTypeフォントやTrueTypeフォント（MS
明朝やMSゴシック他）はダウンロード機能にて無条件に埋め込まれま
す。

煙フォントダウンロード「Type1」にて埋め込まれた文字(書体)はPDF
上で検索する事はできません。

煙PDF容量を軽くする場合やPDF内の文字検索を可能にする場合は、
フォントダウンロード「CID」を使用して下さい。

「Type1」：従来のダウンロード形式（文字コードなし）
「CID」：ダイナミックダウンロード（文字コードあり）

煙AFMファイルとTrueTypeフォントがマッチングしている書体（ヒラ
ギノ書体やイワタ書体やDFP書体）は「ファイル」メニューの「ダウ
ンロードフォントの設定」にて書体名にチェックを付けてフォントダウ
ンロードしてPostScriptファイルを作成して下さい。

煙AFMファイルのみのPostScriptフォントはWindows用のフォント
が無いため「Acrobat Distiller」にてPDF変換する際にPSエラーに
なり欧文フォントに置き換わって作成されますので注意して下さい。

煙Acrobat Distiller 7.0を使って、グラデーション付きの多角形図形を
含むデータをPDF化するときは、「スムーズグラデーションを使用」を
オンにしてください。
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８・PDF書出し

【PDF書出し】ダイアログの詳細設定

※各設定項目でプリント関係と重複している項目の説明を省略してい
ます。

［PDFバージョン］：PDFのバージョンを指定します。
［画像圧縮］：画像の圧縮方法と解像度の種類・dpiを指定します。
［用紙サイズ］：PDFのページサイズを設定します。
［カスタム］：任意のカスタムページをサイズを設定します。

例）
記事サイズ：B5
カスタム：210×297

［領域拡大］：記事サイズの上下左右の拡大量を設定します。

例）
記事サイズ：B5
領域拡大：10mm

※「カスタム」及び「領域拡大」ともに定義されたサイズの中央に
記事は配置されます。

［フォントのダウンロード］：システムにインストールされているフォ
ントを記事内で使用している場合、そのフォントをダウンロードし
て印刷します。

□Type1：従来のダウンロード形式（文字コードなし）
□CID：ダイナミックダウンロード（文字コードあり）
ダイナミックダウンロードで出力すると、従来のType1形式に比
べて出力データサイズが小さくなります。また、書き出した
PostScriptファイルをもとに作成したPDFファイルの中に文字
コードが保存されるようになり、文字検索が可能となります。
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【詳細設定】ダイアログ
（【PDF書出し】ダイアログの〔詳細設定〕ボタンをクリックすると表
示されます。）



９・EPS書出し

【EPS書出し】ダイアログ

※各設定項目でプリント関係と重複している項目の説明を省略してい
ます。

［書出し領域］：EPSファイルとして書き出す領域を設定します。

例）

［ページ矩形］：記事サイズを領域として書出します。

［ページ矩形＋塗り足し］：記事サイズ＋上下左右の塗り足し量を設定
します。

上下左右：5mm

［選択オブジェクトを囲む矩形］：選択されたオブジェクトを囲む領域
で設定します。

円の図形２つを選択して書出した場合
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